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	[bookmark: _GoBack]氏名
	
	

	（論文3）
あなたの経歴で受験資格要件のＡ要件にあたる経歴（業務経歴証明書に記載のもので、１年以上の経験を有するものに限る。）のうち、公共建築工事（業務を含む）の品質確保に関して、あなたが特に関心を持って取り組んだ一事例（例えば、工事又は業務の特性や地域の実情に応じた適切な入札契約方式や評価項目の選択、現場条件に応じて適切な技術投入又は工夫等により品質を確保した事例や、品確法に規定する発注者又は受注者の責務に留意した事例等）について、その事務又は工事（業務を含む）の概要、直面した課題並びに課題に対してあなたがとった処置及びその理由についてできるだけ具体的に記述して下さい。

	〔概要〕※経歴番号・立場（　　－　　・　　－　　）　　　記入例：（ Ａ－① ・ イ)－① ）
業務経歴証明書の該当する経歴番号及び受験資格要件の該当する立場の記号を記入
	（40字×10行＝400字以内、かつ320字以上を厳守）
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	課題､処置､理由　
	（40字×50行＝2.000字以内、かつ1,600字以上を厳守）

	
	１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０

	1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
	




（論文4　様式）
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	（論文4）
令和６年６月に改正された「公共工事の品質確保の促進に関する法律」について、改正の目的と改正のポイントを簡潔に記述して下さい。 
※改正品確法に関しては、ホームページ（https://www.pbaweb.jp/business/quality_assurance/shikaku/）にて参考情報を掲載しています。                            （40字×50行＝2,000字以内、かつ1,600 字以上を厳守）
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